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・３月１１日に発生しました、東日本巨大地震の被災地・被災者
の方々の関係者には心よりお見舞い申し上げます。 

・３月１８日テニス連盟より春季委大会中止のお知らせが参りま
した。 

  「春季大会参加のみなさまへ」 
この度は、東村山市民テニス大会へのご参加有難うございま

した。 
 本来なら、当案内は大会ドローを掲示予定でしたが、１１日に
発生した東日本巨大地震の被災状況から、東村山市体育協会で
は春季大会の中止を決定した旨連絡がありました。 
大変残念ではありますがこのような情勢下では適切な判断 
と思いますし、被災地での１日も早い復興を願うばかりです。 

・参加費の返還手続き。３月２７日（日）・４月３日（日） 
両日ともスポーツセンターにて１０時～１２時になります。 

 
３月１３日（日） 運営委員会スポーツセンター １０時より  

☆ 川路会長 
・久米川コート整備受託（ソフトテニス連盟）に関する引き継ぎ 

を３月１６日に実施。（参加団体・体育協会・ソフトテニス連 
 盟・テニス連盟・市民テ） 
・引き継ぎ事項。整備方法（使用器具・機械・使用材料・施工手 
 順）を伝えてあります。 
 

☆ 小武海副会長 
 ・会長より前回提出された総会のメモを熟読してほしいと委員に

依頼されているが事柄について次回に相談したい。 
☆ 斉藤副会長 
・各クラブ柳杯実行委員の選出有難うございます 

 ・第一回柳杯実行委員会を3/27(日)開催→柳杯期日：7/17（日） 
西武ドーム１０面確保！！ 

☆ 事務局 
・総会で示された、課題を継続して検討していきます。 
○各クラブ問題定義の認識。＊コート取部の役割、任期その他。
＊柳杯の開催について。＊本井教室の開催について。＊各クラ
ブ人数不均衡における役割分担の人数について。＊技術部主
催、スクール生イベント開催について（費用）。＊コート整備
費の使い道。＊その他 

http://www.higashimurayamatennis.com/ 
http://www.higashimurayamatennis.com/i.html 

☆ 技術部 
・第一期スクールは東日本巨大地震のため中止になりました。 
・本井教室は昨年同様実施したい。 
 

☆ 広報部 
・ガット郵送不要な方及び再開を希望の方随時受付中（各ク 
ラブ会長へ連絡願います） 
 

☆ 会計部 
・月次報告あり。 

 
☆ コート取り部 
・４月のコート確保状況 
久米川コート：６９，４％、 恩多コート：９２％の確保率 
久米川コートの３面以上確保状況は、３６時間帯中３０時間帯
で、８３％の確保率でした。 

  
・３月１２日会長、副会長、萩山朝倉さん、栄早野さん、部長の 

メンバーでコート取り部第１回目の打合せを行ない、部内の 
相互理解、管理担当者を中心とした改善策の検討を積極的に 
行うことで確認されました。次回打合せは６月に行なう予定。 

・電力節減の一環より４月より１７時以降のテニスコートは 
使用できません。  

  ⇒久米川コートの１７-１８時、恩多コートの水曜ナイター 
   土曜日の各クラブナイターが対象となります。要注意！！ 
 
  

４月のコート   

  ２（土） ３（日） ９（土） １６（土） １７（日） ２３（土） ２４（日） ２９（金） ３０（土） 

7-9 － － A,B,C － － A,B,C － － A,B,C 

8-9 － 1,3,4 － － 2,4,5 － 1,2,3,5 1,3,4 － 

9-11 1,2,4 1,3,4 1,2,3,4 2,3,4 2,4,5 1,2,3,5 1,2,3,5 1,3,4 1,2,3,5 

11-13 1,2,4,5 1,3,5 1,2,3,5 1,2 1,2,5 1,2,3,5 1,2,3,4 1,3,5 1,2,3,5 

13-15 2,3 3,4,5 1,2,3,5 2,3,5 1,2,5 1,2,3,5 1,3,4,5 1,4 1,2 

15-17 2,3,5 3 1,2,3,5 1,2,3,5 1,2,4,5 1,2,3,5 1,3,4,5 1,4 1,2,4,5 

17-18          

 ＊ 数字は久米川コート，アルファベットは恩多コートです 
＊ <緊急連絡> 各クラブ会長より大震災の義捐金協力について連絡があったと思いますが、市民テも連盟を通じて募金活動

に参加します。募金日程は、春季市民大会参加費の返金処理日に募金箱を設置！３月２７日（日）（クラブ室）、４月３日（日）

（研修室）何れもスポセン午前１０時～１２時、 
 

＊電力節電のため４月１日以降は１７時以降解

放 中止になりました。（東村山市ＨＰにて確認） 
・期間は当面の間、・今後状況をみて変更される場合が

あります。 
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私とテニス      美住クラブ 長谷川 正禎 

 こんにちは。長谷川です。 
 ２００９年、期待を背負って美住クラブにドラフト１位で入会。 
 残念ながら翌年は休会し２０１１年の今年復帰いたしました。 
 特技はイメージトレーニングでイメージの中の私は無敵です。まあイメトレとい

うより妄想ですね。先日のイメージではナダルに勝利。でも現実とイメージは全く

違い、特にメンタルの弱さを痛感する今日この頃。スマッシュやポーチをネットし

たらしばらく立ち直れません。また周囲から「ナイスサーブ！もう一本！」なんて

声が聞こえると、次のサーブは必ずダブルフォルト。みなさん、プレッシャーに弱

い私には余計な声をかけていじめないで。 
 今後ともお手柔らかにお願いいたします。 

         私にテニス      美住クラブ 船木啓二 

 「え、テニスですか？ そう２４年ぶりですね。」と、東村山に帰ってきて多摩

湖スポーツクラブに入会し、始めて発した会話がこれだったと思います。 
 というのも、私が３５歳から５８歳までの２３年間、家族共々、長野県の小谷村

という山深い里に住んでいたからです。 
 私と妻は両親ともに東京出身ということから田舎というものがなく、小さい頃か

ら田舎暮らしに憬れていたからです。 
 テニスを始めたのは、東京時代に勤務していた出版社のテニス部で、不摂生な生

活の中体のことに気づかってくれた当時の編集長に進められてのことです。 
 ２３年ぶりに東京に戻って運動というものをする余裕すらない毎日を送って１

年半、ウエストは７６から８２センチに、体重はいわずと知れた６キロ増、このま

まいくと１０年後には６０キロ増？（まさか・・・） 
 田舎時代はというと、冬はスキー学校や小谷ジュニアのスキーコーチ、春からは

小谷ＦＣのコーチをし、均整のとれた体だったからです。 
 そこで、これは一大事と母ちゃんと相談したところ、今から初めてのスポーツを

するのもなんだから、二人とも以前した事のあるテニスをしてはどうかという結論

に達しました。 
 まあ、テニスだったらジョンマッケンローやジミーコナーズとためを張った夢は

しょっちゅうみていたし、２・３ケ月もすれば、そこそこいけるんではとおもい、

市民テに今年から入会させていただいたのですが、今現在・・・その２・３ケ月目

です・・・。 
 こんな私どもですが、皆様のお仲間に入れていただければ幸いです。何卒、よろ

しくお願いいたします。 
 追伸 もしも私と組む機会があった方は、そのプレーの何分間はじっと我慢し

て、記憶から削除することをお勧めします。 

☆総会に出た技術部に関連する意見に対して２/２０に「臨時技術部会」を開催して話し合いました。 
 まずは、技術部としての考え、方向性を確認しましたが、必要な判断は運営委員会へ仰ぐことになります。 
本井教室について 
① 有料でも良いのでプロコーチのレッスンを受けたい。（総会で出た意見） 
・技術部として：昨年度の本井教室は盛況だったとの認識で、今年度も運営委員会からの要請があれば、同様の形態でサポートする。 
※毎年運営方法を変更するのではなく、少なくとももう１年は同じ形で実施して反響を見たい。 

②技術部員も本井教室に参加したために、一般参加者のレッスン量が少なくなった（総会で出た意見） 
・技術部として：技術部員もサポート員、兼受講生の位置づけにおいて参加する。（受講を制限する方が、機会均等に反する） 
スクールイベントについて 
③ 民間コート使用に対して不要との指摘（総会で出た意見） 
・技術部として：年２～３回に回数を増やしての実施を考える中、久米川コートと外部コート（年１回の予定）をうまく利用してスクー

ル生イベントを行いたい。（市民テ会員の通常活動を妨げないよう、『外部コート使用は必要』とする考えに対して理解を求めます） 
④ スクール生のみ対象とするのは不公平だ（総会で出た意見） 
・技術部として：スクール生の実質的な活動の場は限定的で、やはり土日の活動に移行するためには、意味があるとの認識。年２～３回

に回数を増やして実施したい。参加費負担は考えない。 
・初心者の会員が市民テに定着してもらうのが重要な課題。またイベントにより技術部員自身が企画運営力を身につけ、各クラブ練習会

等にて市民テに還元することも目的とする。 

 

 




